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NYマーケットレポート（2014年 12月 24日) 

NY 市場では、序盤に発表された新規失業保険申請件数が市場予想を下回り、4 週連続のマイナスとなったことを好感して、ドルは主要通

貨に対して上昇する動きとなった。また、ダウ平均株価が最高値を更新するなど、主要株価の上昇を背景に、ドル円・クロス円も堅調な動き

となった。しかし、午後には株価が上げ幅を縮小する動きとなったことを受けて、ドル円・クロス円は軟調な動きとなる場面も見られた。ただ、

クリスマス休暇で市場参加者も少なく、値動きはやや限定となった。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

欧州タイム 
 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

MBA住宅ローン申請指数（前週比） 0.9％（前回 -3.3%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪MBA住宅ローン申請指数≫ 

         12/19・・12/12・・12/5・・11/28・・11/21・・11/14・前年同期 

申請指数・・・・・ 0.9・・ -3.3・・  7.3・・ -7.3・・ -4.3・・ 4.9・・  3.4 

購入・・・・・・・ 1.3・・ -6.9・・  1.3・・  2.5・・ -4.8・・11.7・・ -0.5 

借換え・・・・・・ 1.1・・  0.0・・ 13.2・・-13.4・・ -3.5・・ 0.9・・  6.3 

固定金利・・・・・ 0.6・・ -2.5・・  7.0・・ -7.1・・ -4.4・・ 5.2・・  5.5 

変動金利・・・・・ 4.9・・-13.6・・ 11.7・・-11.2・・ -3.1・・ 1.2・・-19.6 

（％） 

ローン契約平均金利（％） 

固定金利 30 年・・4.02・・4.06・・4.11・・4.08・・4.15・・4.18 

固定金利 15 年・・3.29・・3.33・・3.35・・3.30・・3.35・・3.38 

 

 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

トルコ政策金利（レポレート） 8.25％（予想 8.25%・前回 8.25%） 

 

翌日物貸出金利 11.25％（予想 11.25%・前回 11.25%） 
 

翌日物借入金利 7.50％（予想 7.50%・前回 7.50%） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

21：15 

≪ 要人発言 ≫ 

安倍首相～会見 

 

・「総力を挙げて衆院選で約束した政策を実行」 

・「アベノミクスの成功を確かにすることが最大の課題」 

・「今週、経済対策を取りまとめる」 

 

・「賃上げの流れを来年も再来年も継続させたい」 

・「全身全霊で戦後以来の大改革進めている～経済、安保など」 

・「憲法改正は自民党の結党以来の大きな目標」 

 

・「戦略的互恵関係の大局的観点から日中関係を発展させたい」 

・「来年のプーチン大統領の訪日に向け具体的な準備を開始」 

 

 

22：00 
ドル/円 120.42  ユーロ/円 146.92  ユーロ/ドル 1.2202 
 
22：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6609.93 +11.75 ダウ INDEX 
FUTURE 17998 +22  

 

仏 CAC40 4295.56 -19.41 S&P500 
FUTURE 2081.00 +2.10  

 

独 DAX 休 場  NASDAQ 
FUTURE 4283.50 +5.50 

 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

新規失業保険申請件数 28.0万件（予想 29.0万件・前回 28.9万件） 

 

失業保険継続受給者数 240.3万人（予想 237.5万人・前回 237.8万人） 

前回発表の237.3万人から237.8万人に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

14/12/20・・・280,000・・・ -9,000・・・290,250・・・・＊＊＊＊・・・＊＊＊ 

14/12/13・・・289,000・・・ -6,000・・・298,750・・・・2,403,000・・・・1.8％ 

14/12/06・・・295,000・・・ -2,000・・・299,500・・・・2,378,000・・・・1.8％ 

14/11/29・・・297,000・・・-17,000・・・299,000・・・・2,520,000・・・・1.9％ 

14/11/22・・・314,000・・・+22,000・・・294,250・・・・2,372.000・・・・1.8％ 

14/11/15・・・292,000・・・ -1,000・・・287,750・・・・2,323,000・・・・1.8％ 

14/11/08・・・293,000・・・+15,000・・・285,750・・・・2,333,000・・・・1.8％ 

14/11/01・・・278,000・・・-10,000・・・279,000・・・・2,403,000・・・・1.8％ 

14/10/25・・・288,000・・・ +4,000・・・281,250・・・・2,356,000・・・・1.8％ 

14/10/18・・・284,000・・・+18,000・・・281,250・・・・2,387,000・・・・1.8％ 

14/10/11・・・266,000・・・-21,000・・・284,000・・・・2,355,000・・・・1.8％ 

14/10/04・・・287,000・・・ -1,000・・・287,750・・・・2,389,000・・・・1.8％ 

受給者数は集計が1週間遅れる 
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≪ NY外国為替市場 序盤 ≫ 

 

序盤の外国為替市場は、序盤に発表された米雇用関連の経済指標が予想より改善したことから、ドル買い・円売り

が先行した。ただ、クリスマス休暇を迎えて取引参加者が少なく、値動きは限定的となっている。 

 

 

23：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 18051.91 +27.74 

ナスダック 4771.21 +5.79 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

≪海外の話題≫ 

 

「アラブの春」の先駆けとなりベンアリ独裁政権が倒れたチュニジアで、世俗派政党ニダチュニスの党首で元国会

議長のカイドセブシ氏（88）が新大統領に選ばれた。革命から4年を経て来年 1月に新政権が発足する。 

 

アラブ諸国で内戦や混乱が続くなか、チュニジアの民主主義が根付くかが注目される。独立高等選挙管理機構は、

大統領選の決選投票（21日）でカイドセブシ氏が得票率55.68を獲得して当選したと発表した。世俗派の暫定大統

領マルズーキ氏（69）は44.32％。投票率は 60.11％だった。 

 

 

0：35 

≪EIA米週間在庫統計≫ 

 

原油在庫・・・・727万バレル増加 

ガソリン在庫・・408万バレル増加 

留出油在庫・・・230万バレル減少 

 

 

0：40 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、米失業保険申請件数が市場予想より少なく、雇用の改善を示す内容となったことを受けて、米

経済の先行き期待を背景に、主要株価は堅調な動きとなった。ただ、クリスマス休暇で薄商いの中、値動きはやや

限定的となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比で 50ドル高まで上昇し、最高値を更新

する動きとなった。  

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）トルコ中銀は、主要政策金利である1週間物レポレートを 8.25％に据え置くとともに、インフレ見通しが明確

に改善するまで引き締め政策を維持すると表明した。また、翌日物貸出金利を11.25％、プライマリーディーラーの

翌日物借入金利を 10.75％、通常の翌日物借入金利を7.50％にそれぞれ据え置いた。中銀は、通貨リラの下落に歯

止めをかけるために今年1月に大幅利上げに動いたが、5-8月には4ヵ月連続で利下げを実施。その後は政策金利を

据え置いている。 

 

（2）MBA（全米抵当貸付銀行協会）の住宅ローン申請指数は、前週比+0.9％となり、過去3週間で2回目の上昇と

なった。借り入れコストが低下したことが要因となった。構成指数の購入指数が+1.3％、借り換え指数が+1.1％と

なった。30年固定金利型の住宅ローン金利は4.02％（前週 4.06％）となり、過去 1年余りで最低の水準となった。

また、15年固定金利型は3.29％（前週3.33％）となった。申請全体に占める借り換えの割合は、66.8％（前週66.4％）。

となり、2013年6月以来の高水準となった。 
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（3）米失業保険申請件数は、前週比-0.9万件の 28.0万件となり、市場予想の 29.0万件を下回り、4週連続のマイ

ナスとなった。申請件数の4週移動平均は、前週比-8500人の 29万 0250人となった。また、集計が 1週遅れる失業

保険継続受給者数は、前週比+2.5万人の240.3万人となり、2週間ぶりのプラスとなった。受給者総数の4週移動

平均は、前週比+2.0万人の241万 8250人となった。受給者比率は、前週から横ばいの1.8％となった。 

 

 

1：35 

≪米財務省 7年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・・2.125％（前回 1.960％） 

最低落札利回り・・・・・2.010％（前回 1.850％） 

最高利回り落札比率・・・53.86％（前回 23.39％） 

応札倍率・・・・・・・・ 2.39倍（前回 2.63倍） 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6609.93 +11.75 
仏 CAC40 4295.85 -19.12 
独 DAX 休 場  

ストック欧州 600 指数 343.89 -0.17 
ユーロファースト 300 指数 1375.00 +0.20 
スペイン IBEX35 指数 10481.80 +4.10 

イタリア FTSE MIB 指数 休 場  
南ア アフリカ全株指数 49478.57 -89.43 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。薄商いの中、前日の米株高の流れを引き継ぎ、主要株価は堅調な動き

となった。ただ、仏 CAC40は売りが先行する動きとなった。なお、クリスマスイブでロンドン市場は短縮取引、フ

ランクフルト市場が休場だった。  

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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2：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 18078.35（+54.18）、 S&P500 2086.35（+4.18）、 ナスダック 4782.54（+17.12) 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、前日発表された 7-9月期の米 GDPが大幅に伸びたことに加え、米失業保険申請数

が市場予想に反して減ったことで、米利上げ前倒しへの警戒感が強まり、売りが先行した。ただ、クリスマス前で 

市場参加者が少なく、商いは低調だった。   

 

午前の利回りは、30年債が2.87％（前日 2.86％）、10年債が 2.29％（2.27％）、7年債が 2.10％（2.07％）、5

年債が 1.78％（1.74％）、3年債が 1.17％（1.16％）、2年債が 0.74％（0.74％）。 

 

3：30 

NY金は、中心限月が前日比 4.50ドル安の 1オンス＝1173.50ドルで取引を終了した。 

 

 

3：55 

NY原油は、中心限月が前日比 1.28ドル安の1バレル＝55.84ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1173.50 -4.50 

NY 原油 55.84 -1.28 
＊米商品市場は短縮取引                                   (出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、米失業保険申請数が市場予想より少なかったことから米国の早期利上げ観測から売りが先行した。また、

欧米の株価上昇したことも圧迫要因となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、米石油在庫統計で原油在庫が市場の予想に反して増加したことから、需給の緩みに対する懸念が強ま

って、売りが優勢となった。  

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 18030.21 +6.04 18086.24 18027.78 

S&P500 種 2081.88 -0.29 2087.56 2081.86 

ナスダック 4773.47 +8.05 4787.58 4768.67 
＊米株式市場は短縮取引                                                          (出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米失業保険申請件数が市場予想より少なく、雇用の改善を示す内容となったことを受けて、米経済

の先行き期待を背景に、主要株価は堅調な動きとなった。ただ、クリスマス休暇で薄商いの中、値動きはやや限定

的となった。終盤には、利益確定の動きなどから上げ幅を縮小する動きとなった。ダウ平均株価は、序盤から堅調

な動きとなり、 一時前日比で 62ドル高まで上昇し、最高値を更新する動きとなった。しかし、終盤には上げ幅を

縮小する動きとなった。 

 
                                                                 (出所：ブルームバーグ) 



 

                       
 

9 
 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 120.43  120.54  120.36  
EUR/JPY 146.96  147.14  146.78  
GBP/JPY 187.36  187.48  186.98  
AUD/JPY 97.71  97.80  97.60  
NZD/JPY 93.02  93.21  92.91  
EUR/USD 1.2204  1.2221  1.2185  
AUD/USD 0.8114  0.8120  0.8105  

                                                                 (出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された米雇用関連の経済指標が予想より良好な結果となったことや、堅調な株価動向

を背景に、円が主要通貨に対して軟調な動きとなった。ただ、クリスマス休暇で市場参加者が少なく、値動きは限

定的となった。午後には、株価が上げ幅を縮小したことから、ドル円・クロス円は上値の重い動きも見られた。 

 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 

 



 

                       
 

10 
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